
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
五
〇

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
四

一

一
五
一

一
五
二

除
籍
が
滅
失
し
た
件

二
五

二

一
五
三

一
五
四

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二
五

二

一
五
五

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

二
五

二

一
五
六

一
五
九

除
籍
が
滅
失
し
た
件

二
八

一

一
六
〇

一
六
一

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

二
八

一

一
六
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
九

二

一
六
三

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
と
の
間
の
協
定
の
適
用
を

受
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看

護
師
等
の
出
入
国
管
理
上
の

取
扱
い
に
関
す
る
指
針
の
特

例
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
116
二
一

一
六
四

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
間
の
協
定
の
適
用
を
受

け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師

等
の
出
入
国
管
理
上
の
取
扱

い
に
関
す
る
指
針
の
特
例
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
一
116
二
五

一
六
五

平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日

に
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
政
府
と
の
間
で
交
換
が
完

了
し
た
看
護
師
及
び
介
護
福

祉
士
の
入
国
及
び
一
時
的
な

滞
在
に
関
す
る
書
簡
の
適
用

を
受
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
等
の
出
入
国
管
理
上
の
取

扱
い
に
関
す
る
指
針
の
特
例

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
一
116
二
九

一
六
六

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
と
の
間
の
協
定
の
適
用
を

受
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
看

護
師
等
の
出
入
国
管
理
上
の

取
扱
い
に
関
す
る
指
針
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
一
116
三
三

一
六
七

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日

本
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
間
の
協
定
の
適
用
を
受

け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
看
護
師

等
の
出
入
国
管
理
上
の
取
扱

い
に
関
す
る
指
針
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一
116
三
六

一
六
八

平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日

に
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
政
府
と
の
間
で
交
換
が
完

了
し
た
看
護
師
及
び
介
護
福

祉
士
の
入
国
及
び
一
時
的
な

滞
在
に
関
す
る
書
簡
の
適
用

を
受
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護

師
等
の
出
入
国
管
理
上
の
取

扱
い
に
関
す
る
指
針
の
一
部

を
改
正
す
る
件

三
一
116
三
九

〇
法
務
省
、
厚
生
労
働
省

二

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正

な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
第
十
三
条
、
第
三
十
条
第

二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第

一
号
並
び
に
第
五
十
三
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
法
務

大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
講
習
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

二
五
111
三
三

〇
外

務

省

一
七
〇

防
衛
装
備
品
及
び
技
術
の
移

転
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
の
間
の

協
定
の
署
名
及
び
効
力
発
生

に
関
す
る
件

一

二

一
七
一

外
国
公
文
書
の
認
証
を
不
要

と
す
る
条
約
へ
の
ボ
リ
ビ
ア

多
民
族
国
の
加
入
に
関
す
る

件

一

三

一
七
二

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及

び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の

静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
告
示

二

一

一
七
三

国
会
議
事
堂
、
内
閣
総
理
大

臣
官
邸
そ
の
他
の
国
の
重
要

な
施
設
等
、
外
国
公
館
等
及

び
原
子
力
事
業
所
の
周
辺
地

域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無

人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関

す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
対
象
施
設
の
敷
地

等
を
指
定
す
る
件

二

三

一
七
四

円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ト

ル
コ
共
和
国
政
府
と
の
間
の

口
上
書
の
交
換
に
関
す
る
件

七

四

一
七
五

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
に
関
す
る
条

約
へ
の
締
約
国
の
追
加
に
関

す
る
件

八

四

一
七
六

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ

ム
共
和
国
に
お
け
る
カ
ブ
ー

ル
市
南
東
部
地
区
ア
ク
セ
ス

改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
国
際

連
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ー

ビ
ス
機
関
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件

八

四

一
七
七

国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事

上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
へ

の
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
加
入
に
関

す
る
件

一
〇

一

一
七
八

国
際
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
を

継
続
す
る
協
定
の
効
力
発
生

に
関
す
る
件

一
一

二

一
七
九

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ウ
ガ
ン
ダ
共
和

国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交

換
に
関
す
る
件

一
五

二

一
八
〇

円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
取

極
の
修
正
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件

一
五

三

一
八
一

北
部
シ
リ
ア
難
民
受
入
地
域

廃
棄
物
処
理
機
材
整
備
計
画

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ

シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る

件

一
五

三

一
八
二

北
部
ウ
ガ
ン
ダ
地
域
中
核
病

院
改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ウ

ガ
ン
ダ
共
和
国
政
府
と
の
間

の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

一
七

一

一
八
三

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
政
府
に
対

す
る
贈
与
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件

一
七

一

一
八
四

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国

と
チ
ェ
コ
共
和
国
と
の
間
の

協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
の

効
力
発
生
に
関
す
る
件

一
八
106
一
五


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